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情報通信技術企業 人材ニーズ調査概要 

(1) インタビュー調査 実施概要 

 調査の目的:学校法人電子学園の「 ICT 専門職大学」設立に向けた人材ニーズ  (研究系 、業務系、

技術系)についてのヒアリング調査 

 調査主体 : 株式会社学び、株式会社アンド・ディ 

 調査時期 :2017 年 2 月～3 月  

 調査方法 : 各社への訪問インタビュー形式で実施(インタビュー時間 : 約 60 分程度） 

 インタビュー対象 :  

情報通信技術企業 6社人事部門 採用および人材育成ご担当者 (各社 1-3 名 ) 

 

(2) 求める人材像、人材課題の調査結果概要 

 
求める人材像（主な Keyword） 今の社内における人材課題 

A

社 

★社会人基礎力が高く、自分で学び続けられる人 
★取引先の課題を抽出し整理し ICT のソフト提供サービスを 
  ソリューション営業できる人材  
  →ソリューション人材、パラレル人材 

★自分で突き詰めて考える力が弱くなっている 
（答えをあたえられることへの慣れ）  
★「技術大好き」な人はいるが、「営業」ができる人は少ない 

B

社 

★ゼネラリストではなく、“スペシャリスト”が必要 
★（この領域に関して）ずば抜けた興味を持っている人がほしい 

★“現場までわかっている（手を動かせる・たたきあげ）”人材が少な

い  
★業務内容が上流工程のため、現場を経験できる機会が少ない 

★今後は『グローバルに対応したクライテリア』ができるのが理想 

C

社 

★自分で課題設定し、解決までのアプローチを自分の言葉で   
 説明できる人 
★挑戦心を持ち、自ら学び続けることができる人材 

★（2年の研修期間が終わると）とんがりを失い丸くなっている印象 
★シニア層の（価値の明確化による）活用 

D

社 

★総合職採用であるので 
 「コミュニケーション力」「やり遂げる力」「リーダーシップ」がある人 

★そもそもの、“通信”に対する興味関心の希薄化 
★グループ会社との業務分割により、「現場感」を高めることが難しい

点（業務の範囲は上流工程。実務は関連会社が担う） 

E

社 

★文理共通するのは「主体性」「論理性」「コミュニケーション力」 
 加えて大事なのは「（この会社への）志望動機」 
★理系（推薦）では、加点要素として研究内容・取り組みなど

の「専門性」を重視。あくまで重要なのは（公募同様に）人間

性 

★グローバル人材と協働できる人材 

★「考える力」「書く力」「論理的に考える力」が足りない学生が多く、

すぐに答えを求める傾向も強い 
★文理の差なく、IT 領域に興味が希薄な層が入社してくる。 
★これまでは“HOW”が得意な会社であったが、これからは、 
 「何をするか」を提案できることが求められる 

F

社 

★技術系であっても、公募は「ポテンシャル採用」。  

 （技術・専門性の高い人材は推薦枠で担保） 

★重要なのは「挑戦心」と「行動力」 

★企業内起業家人材を獲得したい、また採用時点で起業家マ

インドをもった学生を採用したい 

★近年、『第 3 の解をみつけにいくこと』が苦手な若手が増えている 
 印象 
 相手との関係性を構築するのに必要な基礎 

（コミュニケーション力）が弱い 
★上流工程の業務が中心の為、専門技術が必要な実務に携わる 

機会がない 
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(3) 各インタビューの課題の抽出概要 

 今後は『グローバルに対応したクライテリア』ができるのが理想 

 グローバル人材と協働できる人材 

 プログラム開発等はグローバルに発注することが多く、海外の人材と協働するのが当たり前にな

っている 

 企業内起業家人材を獲得したい、また採用時点で起業家マインドをもった学生を採用したい 

 社内人材ではカバーしきれない分野の知識が、（ビジネスの領域拡大において）必要になってきて

いる。 

 答えを与えられることに慣れてしまい、自分で調べる・考えるという志向が弱い。 

 技術の会社だったため、「技術大好き」な人はいるが、「営業」ができる人は少ない。 

 取引先の課題を抽出し整理し ICT のソフト提供サービスをソリューション営業できる人材が必要 

（ソリューション人材） 

 “複数の分野の専門化”になってほしい（各技術をヨコにつなげられる、パラレル人材） 

 “現場までわかっている（手を動かせる・たたきあげ）”の PM(プロジェクトマネジャー)が少ない 

 困難に対峙しても全力で挑み続ける強い挑戦心を持ち続け、その上で「思考力」、「活動力」、「コ

ミュニケーション力」の 3つの力を備えた人物を重視。 

 （文理とも）公募では、「主体性」「論理性」「コミュニケーション力」を重視。加えて大事なのは

「（この会社への）志望動機」の内容 

 （理系）推薦の場合、研究内容・取り組みなどの「専門性」はもちろん重視。但しこれらは加点

要素、あくまで重要なのは（公募同様に）人間性 

 これからは「事業創造人材」「イノベーション人材」の養成が求められる 

 「考える力」「書く力」「論理的に考える力」が足りない学生が多い 

 すぐに答えを求める傾向も強い 

 HOW ではなく「何をするか」を提案できる人材が必要 

 今後事業を維持＆拡大していける人材として、「挑戦心」と「行動力」を求めている 

 「とんがりの人材」と「（とんがりはないが）平均的に優秀な人材」をバランスを見て、混ぜてい

る 

 近年、『第 3の解をみつけにいくこと』が苦手な若手が増えている。あきらかに、相手・周囲に対

して「ふみこみ不足」 

 「＋α」の新しい価値を生み出していくには、相手（周囲）との関係性を構築することが必要だ

が、その為の基礎力が弱い 

 グローバルに協業できる人材として語学のみならずコミュニケーション、ビジネスで活用できる

語学力ネゴシエーション力もプレゼンテーション力が必要である 

 

 



 

  

資料 15  





 



•

•

•

•

 

 

•

•

•



 

•

•

 

•

 

•

•



•

•

•

 



 







 



 

 







 








	資料14
	資料15

